
2025年度 新・防災教育チャレンジプランプラン 活動報告会

保育教諭 野中 奏

遊びを通した保育ぼうさい
～乳幼児期からの生きる力を育むカリキュラム開発～

社会福祉法人地球の園 こひつじこども園



社会福祉法人 地球の園
こひつじこども園

設立 1971年4月 方針 キリスト教精神に基づいた保育
所在地 大阪府堺市南区 目標 神と人とを愛し、愛される子どもに育てる

キリスト教精神に基づく保育の実践を、50年以上にわたり継承しています。

現在の園の概要

定員
135名

(1号認定15名)

対象年齢
生後57日～
就学前まで

保育時間
7：15～19：00
(延長保育含む)



本園が抱えている課題
家庭的で温かみのある保育室を大切にしているが、地震が来た時に不安。。。

幼児期のこどもたちが主体的に参加できる防災教育のモデルケースが少ない。。。

異年齢児保育の中でこどもたちに何を伝えたら良いかわからない。。。

避難訓練も形式的になってしまっているが、発展させることが難しい。

2025年1月に行った本園保育者への聞き取りで得られたデータの一例 (実施：野中)

具体的なイメージができない。。。



本園が抱えている課題

日ごろの保育の中にも防災に
つなげられることがたくさんあるのではないか

こどもたちに、遊びの中で防災に慣れ、
親しみながら生きる力を身につけてほしい



乳幼児期における遊びを通した防災教育の体系化を目的とする。

こどもたちの言葉や意識の
変容を観察記録やエピソー
ド分析を保護者にも共有し、
家庭・地域の防災力の向上

を目指すこと

遊びを通して命を守
る行動を自然と習得

していくこと

異年齢児間での学びあ
いを踏まえた避難訓練
の実施と振り返り活動を

行うこと

チャレンジの目的



チャレンジの内容

01 02

防災デーの実施

03

かまどベンチの
作成

04

防災サーキット
の実施

05

こどもぼうさいデー
を多様な機関と連
携し、開催した

災害時に使用でき
るかまどベンチを作
成し、炊き出し訓練

も実施

忍者からのミッショ
ンとして、防災サー
キットを行った

まもるSUNの作成

オリジナルキャラ
クターと避難の標

語を作成

防災遊びの実践

防災を日ごろの遊
びの一部に位置

付けた



2025.4

2026.1

2025.5 2025.6

2025.92025.10

2025.11 2025.12

年間スケジュール

保育者・保護者への
説明実施

4歳児クラスで
防災センターの訪問

肯定的な避難の
標語作成

2025.8

2025.7

まもるSUNの
作成

かまどベンチの作成こどもぼうさいデーの実施運動会で防災サーキット

子ども食堂での防災講座 懐中電灯の影絵シアター カリキュラムの体系化



01 まもるSUNの作成
ま

も
る
S
U
N
と
「
じ
ぶ
ん
を
ま
も
る
」

オリジナルキャラクターと
肯定的な避難の標語の作成



従来の否定型の避難の約束の課題

従来の避難の約束「おはしも」や「おかしもち」で使わ

れている言葉はすべて否定形でした。

5月初旬、自由遊びの時間に2歳児の子が壁に貼ら

れたポスターを見ながら、「戻らない、静かにしない、

走らない」と言い間違えた場面がありました。

乳幼児の子どもたちに物事を伝える際には、否定形で

はなく、肯定的な言葉で伝えることが大切だということ。

保育の基本であるにも関わらず、防災にその視点が抜

けていたことに気付かされた場面でした。



そこで、肯定的な言葉に変換した新しい避難

の約束「じ・ぶ・ん・を・ま・も・る」と、子ど

もたちに防災を親しんでもらえるようなオリジ

ナルキャラクター「まもるSUN」を作成しま

した。





02 防災遊びの実践

月に 2～ 3回、 「訓練 」と
してではなく 、日常の「遊
び」として 、取り組めるよ
うにカリキュラムへ組み
込んだ。



活動記録シート



園内ぼうさい探検
ぼうさいかくれんぼ運動遊び

危険探しゲーム
ぼうさいリトミック

新聞スリッパ作り



懐中電灯遊び 防災グッズゲーム防災ラジオ体験

防災ニュースの視聴ランタンづくり不審者訓練かくれんぼ



懐中電灯遊びについて 01

02

03

04

懐中電灯を使った光遊び

手回し式の導入

影絵遊びへ発展

光遊びへ発展

災害時に使う道具に興味を持ち、
使い方を知る。

スイッチではなく、手で回す動作の
習得と仕組みへの関心

光と影、身近な事象への気づき。

光に色をつける。重ねると色が変
わる。

単発的な体験ではない
防災の在り方の模索

05 影絵シアターとして発表

これまでの子どもたちの懐中電灯
遊びをこれまでの過程と共に発表



懐中電灯遊びの導入期



手回し式への移行



影絵遊びへ発展



さらに、光遊びへ！！



12月には、クリスマス会で影絵シアターの発表を行い、日ごろの子どもたちの取り組みを

保護者の方にも発信しました。



03 防災デーの実施

園と地域・家庭の防災力の向上を
目指して、他機関と連携してこど
もぼうさいデーを実施した



こどもぼうさいデー 実施概要

参加者総数
子ども：102人 大人：164人

共催
放課後等デイサービスこひつじ
大阪総合保育大学

協力団体
消防、自衛隊、DWAT、区役所、日本損害保険協会、アトリエ色～iro～、
ママコミュ！ドットコム 他



当日の様子

消防コーナー
自衛隊コーナー

トイレコーナー

避難所
体験



当日の様子

防災ゲーム 防災アート



当日の様子

ぼうさいダック

防災絵本
読み聞かせ

防災講座ぼうさいNURIE



当日の様子

かまどベンチ
災害食の試食
防災用品の展示

おもちゃAED



参加者アンケートの結果より

回答者数 ％

1.非常に満足 127 82.5%

2.やや満足 27 17.5%

3.普通 0 0.0%

4.やや不満 0 0.0%

5.非常に不満 0 0.0%

合計 154 100.0%



参加者アンケートの結果より

回答者数 ％

1.非常に高まった 79 51.3%

2.やや高まった 75 48.7%

3.あまり変わらない 0 0.0%

4.やや下がった 0 0.0%

5.下がった 0 0.0%

合計 154 100.0%

回答者数 ％

1.非常に高い 23 14.9%

2.やや高い 41 26.6%

3.どちらともいえない 64 41.6%

4.やや低い 23 14.9%

5.非常に低い 3 1.9%

合計 154 100.0%

参加前 参加後



参加者アンケートの結果より

回答者数 ％

1.とても増えると思う 63 40.9%

2.やや増えると思う 67 43.5%

3.変わらない 3 1.9%

4.やや減ると思う　 0 0.0%

5.減ると思う 0 0.0%

6.該当しない（大人のみ参加） 21 13.6%

合計 154 100.0%

回答者数 ％

1.よくある 6 3.9%

2.時々ある 18 11.7%

3.たまにある 46 29.9%

4.ほとんどない 50 32.5%

5.該当しない 34 22.1%

合計 154 100.0%

参加前
参加後



04 かまどベンチの作成

災害時に使用できるかまどベンチを
5歳児が作成
炊き出し訓練も行った



か ま どベンチってな に？からはじまり 、気持ちを込めて作って くれました 。
保 護 者 の方にも協力をいただ きました 。



平 常 時 は憩いの場と して

災 害 時 は命を守る設備とし て

実 際 に 炊き出し 訓練も行いまし た



05 防災サーキットの実施

忍者からのミッションとして、命を
守る力を身につける防災サーキッ
トを行った







恥ずかしがり屋の忍者は足跡やシルエットのみで姿を見せてくれず、運動会当日に子ども
たちが探し求めていた忍者が登場！サーキットの後は一緒に「ぼうさいにんじゃ」を踊り、
保護者の方へも子どもたちとの防災の取り組みを発信しました。



まとめ
乳幼児期の子どもたちにとって、遊びは最も重要な学びの場

です。
災害時はマニュアル通りの行動ではなく、予測できない状況

の中で自分なりに考え、判断し、行動できる「柔軟な力」が必
要です。遊びを通した学びは、まさにこの力を育てます。
決まった答えのない遊びの中で、子どもたちは状況を読み取

り、自分なりの方法を見つけ出す経験を重ねます。この経験が
「生きる力」につながります。
本実践は園だけでなく、家庭や地域の防災力向上も目指し

ました。子どもを中心に、大人も共に学ぶ場が生まれたことは
大きな成果です。

今後は、本実践をパッケージ化し、誰でも実践可能なカリキ
ュラム化していきます。特別な道具や専門的な知識がなくても、
どの園でも取り組める防災教育のモデルケースとして普及さ
せ、全国の保育現場における防災教育の質的向上に努めてま
いりたいと思います。

9月中旬 自由遊びの一コマ



遊びを通した「子どもまんなか防災」で、乳幼児期からの防災を♡

ご視聴ありがとうございました。




